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での潮汐同時観測とForbesの理論モデルとの比較，あ

るいはMansonらのカナダグループによる中間圏平均

子午面流の観測統計など，今後のモデリングに対する要

請の意義は大きい．同じことはsession（7）の光化学と

大気組成輸送の諸問題についても感じられた．

　まる1日を費して行われたMAP－WINEの報告会

も，MAPのあらゆる道具立てを，1983年12月～84年2

月の期間に北欧を中心に集中させた点で興味深いもので

あった．従来，地域も期間もバラバラに行われてぎた個

々の観測が同時に為されたことの利点は，特に微少気体

成分の生成・消滅・輸送過程のような時間スケールの短

い現象にとって価値あるものとなろう．

　同じ意味：で，太陽活動の影響に関するworkshopも，

中間圏高度における太陽紫外線・オゾン・温度の衛星に

よる同時観測が示された点において，新鮮さを感じさせ

るものであった．従来の統計的研究（相離れた二者間の

相関係数など）にくらべ，その場で何が起こっているか

を直接測定し得るようになったことは，この問題の物理

的理解ヘー歩近づいたことになろう．しかし，放射と温

度との間には種々の力学過程が介在しており，単純な

（線型）摂動のみでは解釈できない難しい問題が多々残

されている．

　最後に，筆者にとって初めてであった東欧圏でのシン

ポジウム開催について一言のべておこう．登録などの窓

口となったCedok（交通公社に当たるチェコ国営機関）

の不親切さと不得要領はまさにrお役所仕事」であっ

た（pre－registrationの段階であまりの不親切さの為に怒

って参加を取りやめたアメリカ人もいたと聞く）．ホテ

ルでは奇妙な食券が交付され，食事の時間も場所も拘束

されること，磁な店も品物もないのでショッピングを楽

しもうなどという気も起きないこと，等々，覚悟してい

たとはいえ日本のr自由」の有難さをあらためて痛感し

た．しかし，これとても，そのぶんシンポジウム参加者

同志が四六時中顔を合わせて話をする機会に恵まれたも

のと，善意に受けとめておくことにしよう．

　MAPは成功裡に1985年の末日をもって終了する．

その成果を集約する次の機会は，1987年カナダのバンク

ーバーで開かれる，IUGG総会中のunion　symposium

“Highlights　of　Middle　Atmosp盗ere　Researches，，（Con－

venors：1．Hirota　and　P．Simon）である．幸いにして

我が国では文部省によるMAP国際事業費が昭和61年

度まで認められている．中層大気研究の今後の発展を更

に期待したい．
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